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１
．な
ぜ
感
染
症
は
冬
季
に
流
行
す
る
の
か

空
気
が
乾
燥
し
気
温
の
低
く
な
る
こ
の

時
期
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル

ス
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
の
他
ノ
ロ
ウ
ィ
ル

ス
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
な
ど
様
々
な
感
染
症
が
流
行
し
ま
す
。

冬
は
気
温
の
低
下
に
よ
り
か
ら
だ
が
冷

え
や
す
く
、
体
温
が
下
が
り
や
す
く
な
る
こ

と
で
代
謝
機
能
や
免
疫
に
関
わ
る
腸
の
働

き
も
低
下
し
ま
す
。
さ
ら
に
冬
は
空
気
が

乾
燥
す
る
た
め
、
皮
膚
や
鼻
、
の
ど
の
粘

膜
の
保
護
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重
な
る

こ
と
で
冬
は
感
染
症
な
ど
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

２
．冬
の
主
な
感
染
症
と
新
型
コ
ロ
ナ

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

〈
流
行
の
時
期
〉12
～
４
月
に
流
行
し
ま

す
。
１
月
末
～
３
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。

〈
特
徴
〉38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
、
倦
怠
感
な
ど
全
身
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
他
に
普
通
の

風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻

水
、
咳
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。

「
Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
」

〈
流
行
の
時
期
〉新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
出
現
前
は
秋
～
冬
が
流
行
期
で
し

た
が
、
出
現
後
は
流
行
時
期
が
不
明
確
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

〈
特
徴
〉主
な
症
状
は
鼻
水
、
咳
、
発
熱
な

ど
で
す
。
乳
児
期
に
多
い
病
気
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
子
供
よ
り

成
人
、
特
に
高
齢
者
に
多
い
で
す
。

「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
」（
感
染
性
胃
腸
炎
）

〈
流
行
の
時
期
〉11
月
～
２
月
に
流
行
し

ま
す
。

〈
特
徴
〉ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
力
が
と
て
も

強
く
、
感
染
す
る
と
、
体
内
に
増
殖
し
た

ウ
ィ
ル
ス
を
体
外
に
排
出
し
よ
う
と
し
て
強

い
吐
き
気
や
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱

が
起
こ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
１
～

２
日
で
症
状
は
治
ま
り
、
自
然
に
回
復
し

ま
す
。

〈
感
染
経
路
〉①
食
べ
物
か
ら
の
感
染（
カ
キ

な
ど
魚
介
類
）②
人
か
ら
人
へ
の
感
染（
感

染
者
の
吐
物
、
排
泄
後
の
手
を
介
し
て
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

〈
流
行
の
時
期
〉今
年
は
７
月
下
旬
を
ピ
ー

ク
に「
第
11
波
」が
起
き
ま
し
た
が
、
８
月

末
以
降
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
流
行
の

波
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
冬
も
警
戒
が
必

要
で
す
。

〈
特
徴
〉発
熱
、
咳
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
、

倦
怠
感
、
鼻
水
、
鼻
閉（
鼻
づ
ま
り
）、
咽

頭
痛
な
ど
の
風
邪
症
状
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

●�

高
齢
者
は
咳
や
熱
が
出
な
い
こ
と
も
あ
る

高
齢
者
は
感
染
し
て
も
、
咳
や
発
熱
な

ど
の
風
邪
症
状
が
現
れ
な
い
ま
ま
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人
が
症
状
を

自
覚
し
な
く
て
も
、
周
囲
の
人
が
微
熱
、

食
欲
不
振
な
ど
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
い

た
ら
早
め
に
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
促
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
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厚生労働省ホームページより引用

３
．基
本
的
な
感
染
予
防
策
を
！

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

①�
咳
、
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、
他
の
人

に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

②�

マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
腕
の
内
側
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
１
ｍ

以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

③�

鼻
水
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
手
の
ひ
ら
で
咳

や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た
時
は
す
ぐ
に

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
後
の
う
が
い・手
洗
い

●
手
指
消
毒

●�

換
気
：
必
ず
対
角
線
上
に
あ
る
２
方
向

の
窓
を
開
け
、「
風
を
通
し
、
空
気
を
入

れ
替
え
る
こ
と
」が
重
要

●�

適
度
な
運
動
と
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
奨

換換気気のの必必要要性性ににつついいてて
～～ななぜぜ換換気気のの悪悪いい密密閉閉空空間間ににししててははいいけけなないいののかか～～

「換気が悪い密閉状態の空間では、空気中に浮遊するマイクロ飛沫量が増
加し、空気中のウィルス濃度が高くなります。つまり室外の新空気と入れ替
えが行われていない空間では、室内のウィルス濃度が高くなることで、同室
内にいる非罹患者への感染リスクが高まることになります。

そのため、集団感染リスク回避のために「換気の悪い密閉空間」の改善を
推奨しています。

換換気気のの方方法法とと基基準準はは？？
厚生労働省が示している換気の方法と基準は以下のとおりです。

「1時間に2回以上（数分間程度/回）、かぜの流れができるように2方向の
窓を全開にする」

しかし、1人しかいないような空間や、不特定多数の人が出入りすることのな
い一般家庭で普段の家族だけの空間では、30分に1回の換気というのは
正直難しく、午前と午後に1回ずつなど、時間を決めて時々行えば十分と言
えるでしょう。

窓を開けて換気

空気感染

換換気気のの必必要要性性ににつついいてて
～～ななぜぜ換換気気のの悪悪いい密密閉閉空空間間ににししててははいいけけなないいののかか～～

「換気が悪い密閉状態の空間では、空気中に浮遊するマイクロ飛沫量が増
加し、空気中のウィルス濃度が高くなります。つまり室外の新空気と入れ替
えが行われていない空間では、室内のウィルス濃度が高くなることで、同室
内にいる非罹患者への感染リスクが高まることになります。

そのため、集団感染リスク回避のために「換気の悪い密閉空間」の改善を
推奨しています。

換換気気のの方方法法とと基基準準はは？？
厚生労働省が示している換気の方法と基準は以下のとおりです。

「1時間に2回以上（数分間程度/回）、かぜの流れができるように2方向の
窓を全開にする」

しかし、1人しかいないような空間や、不特定多数の人が出入りすることのな
い一般家庭で普段の家族だけの空間では、30分に1回の換気というのは
正直難しく、午前と午後に1回ずつなど、時間を決めて時々行えば十分と言
えるでしょう。

窓を開けて換気

空気感染

 エチケット

 エチケットの基本

 マスクを着用する

 ティッシュ・ハンカチ等で口や鼻を覆う

 こまめなうがいや手洗いを行う

マスクは、鼻からあごまでを確実に覆い、

隙間がないようにつけます。

同じマスクを何度も使いまわしはせず、取り替えましょう。

 「 エチケット」とは、インフルエンザ等の感染症を他人に感染させないよう、

 やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ・ハンカチを使って、口
や鼻をおさえることです。

  やくしゃみを手でおさえたり、何もせずに やくしゃみをするのはやめます。

マスクがない場合・・・

マスクの着用

ティッシュ・ハンカチ等
で口や鼻を覆う

他の人から顔をそらす

こまめに手洗い

くしゃみや の飛沫は、 ～2ｍ飛ぶ

と言われています。

くしゃみや をするときは、他の人に

かからないように

します。

くしゃみや 等を抑え
た手から、ドアノブ等
周囲の物にウイルスを

付着させたりしないよ

うに、こまめな手洗い

を心がけます。

ティッシュはすぐに捨てる

口と鼻を覆った

ティッシュは、

すぐにゴミ箱に

捨てます。

くしゃみや をする
ときは、ティッシュ
等で口と鼻を覆いま

す。

換換気気のの必必要要性性ににつついいてて
～～ななぜぜ換換気気のの悪悪いい密密閉閉空空間間ににししててははいいけけなないいののかか～～

「換気が悪い密閉状態の空間では、空気中に浮遊するマイクロ飛沫量が増
加し、空気中のウィルス濃度が高くなります。つまり室外の新空気と入れ替
えが行われていない空間では、室内のウィルス濃度が高くなることで、同室
内にいる非罹患者への感染リスクが高まることになります。

そのため、集団感染リスク回避のために「換気の悪い密閉空間」の改善を
推奨しています。

換換気気のの方方法法とと基基準準はは？？
厚生労働省が示している換気の方法と基準は以下のとおりです。

「1時間に2回以上（数分間程度/回）、かぜの流れができるように2方向の
窓を全開にする」

しかし、1人しかいないような空間や、不特定多数の人が出入りすることのな
い一般家庭で普段の家族だけの空間では、30分に1回の換気というのは
正直難しく、午前と午後に1回ずつなど、時間を決めて時々行えば十分と言
えるでしょう。

窓を開けて換気

空気感染

換換気気のの必必要要性性ににつついいてて
～～ななぜぜ換換気気のの悪悪いい密密閉閉空空間間ににししててははいいけけなないいののかか～～

「換気が悪い密閉状態の空間では、空気中に浮遊するマイクロ飛沫量が増
加し、空気中のウィルス濃度が高くなります。つまり室外の新空気と入れ替
えが行われていない空間では、室内のウィルス濃度が高くなることで、同室
内にいる非罹患者への感染リスクが高まることになります。

そのため、集団感染リスク回避のために「換気の悪い密閉空間」の改善を
推奨しています。

換換気気のの方方法法とと基基準準はは？？
厚生労働省が示している換気の方法と基準は以下のとおりです。

「1時間に2回以上（数分間程度/回）、かぜの流れができるように2方向の
窓を全開にする」

しかし、1人しかいないような空間や、不特定多数の人が出入りすることのな
い一般家庭で普段の家族だけの空間では、30分に1回の換気というのは
正直難しく、午前と午後に1回ずつなど、時間を決めて時々行えば十分と言
えるでしょう。

窓を開けて換気

空気感染
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よくわかる 季節の不調対策
感染症とワクチン第３回

執筆者

鹿児島県民総合保健センター
所長　桶谷　薫

４
．ワ
ク
チ
ン
接
種
は
納
得
し
判
断
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

と
、年
齢
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、発
症
（
症

状
発
現
）
を
約
50
～
60
％
減
少
さ
せ
る
、

重
症
化
を
防
ぎ
成
人
の
入
院
を
70
％
減
少

さ
せ
る
、
高
齢
者
の
死
亡
リ
ス
ク
を
80
％

減
少
さ
せ
る
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
約
２
週
間
し
て
か

ら
ウ
ィ
ル
ス
と
闘
う
「
抗
体
」
が
で
き
、
最

も
効
果
が
高
く
な
る
の
は
、
予
防
接
種
を

し
て
か
ら
１
～
２
か
月
後
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ピ
ー
ク
が
お
お
む
ね
１
月
か
ら
２

月
頃
に
な
り
ま
す
の
で
、
11
月
末
か
ら
12

月
の
中
旬
頃
ま
で
に
計
画
的
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
定
期
接
種
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
個
人
の
重
症
化
予
防
を
目

的
に
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
定
期
接
種
の
実

施
が
始
ま
り
ま
し
た
。

費
用
は
、
原
則
有
料
と
な
る
も
の
の
多
く

の
自
治
体
で
補
助
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
新
タ
イ
プ
が
加
わ
り
５
製
品

と
な
り
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
外
の
者
が
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
任
意
接
種
と
な
り
、
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

冬
に
は
感
染
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
は
予
防
に
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
医
師

が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
に
、「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」
と
同
時
接
種
が
可
能

で
す
。

基
本
的
な
感
染
対
策
に
加
え
、
高
齢
者

や
感
染
へ
の
不
安
が
あ
る
人
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンについて」より引用。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html 「新型コロナワクチン定期接種リーフレット.pdf」

各社のワクチンについて、以下のような副反応がみられることがあります。また、頻度は不明ですが、重大な
副反応として、ｍRNAワクチンについては、ショック、アナフィラキシー、心筋炎、心膜炎、組換えタンパクワク
チンについては、ショック、アナフィラキシーがみられることがあります。

○新型コロナワクチンは、有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、さらに、国内外で実施され   
　た研究において、新型コロナ感染症による入院などの重症化を予防する効果が報告されています。
○2023/24シーズン（令和５年度秋冬の接種）で用いられたオミクロンXBB.1.5系統対応ワクチンの効果と
　して、新型コロナ感染症による入院を約40～70％程度予防した等の報告（※）が国内外で行われています。 

新型コロナワクチンは、医師が特に必要と認めた場合に、インフルエンザワクチンや高齢者に対する肺炎球菌
ワクチンと同時接種が可能です。
 

他のワクチンとの同時接種

ワクチンの効果

ワクチンの安全性

予防接種健康被害救済制度について
予防接種は、感染症を予防するために重要なものですが、健康被害（病気になったり障害が残ったりするこ
と）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、副反応による健康被害をなくすことはできないこ
とから、救済制度が設けられています。制度の利用を申し込むときは、予防接種を受けたときに住民票を登
録していた市町村にご相談ください。

新型コロナワクチンの有効性・安全性などの詳しい情報については、厚生労働省
ホームページの「新型コロナワクチンについて」のページをご覧ください。

ホームページをご覧になれない場合は、お住まいの市町村等にご相談ください。

筋肉痛、悪寒、関節痛、
発熱、下痢、腫れ※1

赤み※1、リンパ節の腫
れや痛み、嘔吐、疼痛

痛み※1、疲労、頭痛 痛み※1、疲労、頭痛 痛み※1、倦怠感 痛み※1 痛み※1、疲労、筋肉
痛、頭痛

筋肉痛、悪寒、関節
痛、吐き気・嘔吐、リ
ンパ節の腫れや痛
み、発熱、腫れ※1、
しこり※1、赤み※1

痛み※2、腫れ※2、赤み
等※2

熱感※1、腫れ※1、赤み※1、
かゆみ※1、しこり※1、
頭痛、発熱、筋肉痛

赤み※2、腫れ※2、かゆ
み※2、熱感※2、しこり※2

痛み※2、リンパ節の
腫れや痛み、発疹、
腋の痛み

倦怠感、頭痛、悪寒、
筋肉痛、関節痛、発
熱、めまい、腫れ※1、
しこり※1、赤み※1

かゆみ※1、下痢、吐き
気、嘔吐

倦怠感、関節痛、吐き
気・嘔吐

腫れ※1、しこり※1、
赤み※1、発熱、
四肢痛

各社の添付文書より厚労省において作成　　※１ワクチンを接種した部位の症状　　※2接種後７日以降に現れる、ワクチンを接種した部位の症状

発現割合

10～50%

1～10%

50％以上

ファイザー社 モデルナ社 第一三共社 Meiji Seika
ファルマ社 武田薬品工業社

検 索厚労 コロナ ワクチン

（※）VERSUSStudy第11報（2024）、EuroSurveill.2024;29(1)、JAMAInternMed.2024;e241640、MMWR.2024;73:180-188L

症状
mRNAワクチン 組換えタンパクワクチン

お問合せ先

65歳以上の方などを対象に
新型コロナワクチン
定期接種を実施しています。

の

新型コロナウイルス感染症とワクチンについて

❶ ❷ ❸
65歳以上の方

60～64歳で
心臓や腎臓、呼吸器の機能に障
害があり身の周りの生活を極度
に制限される方。

60～64歳で
ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能の障害があり日常生活
がほとんど不可能な方。

接種できる期間 10月1日~翌年３月31日 ※自治体によって実施期間が異なる場合があるため、
詳細は、お住まいの市町村（特別区を含む。以下同じ）
にお問い合わせください。

令和６年10月

○新型コロナによって重症化する割合は、65歳以上で高く、重症化しやすいこの年代の方及び
　この年代に近く一定の基礎疾患を有する方を対象に10月から定期接種を実施しています。
○今年度は「オミクロンJN.1系統の株*に対応したワクチン」を使用します。
     ＊JN.1系統の下位系統を含みます。

定期接種を受ける方法・費用
○定期接種はお住まいの（住民票のある）市町村で実施されます。
○接種できる場所や費用についての詳細は、お住まいの市町村にお問い合わせください。

定期接種では、以下のメーカーのワクチンを接種できます。自治体や医療機関によって接種できるワクチンが
異なる場合があるため、詳細は、お住まいの市町村にお問い合わせください。

各ワクチンの
特性等の詳細については
こちらをご確認ください。

接種できるワクチン

・ファイザー社 ・モデルナ社 ・第一三共社
・Meiji Seikaファルマ社（レプリコンワクチン）

・武田薬品工業社

mRNAワクチン 組換えタンパクワクチン
定期接種では、以下のメーカーのワクチンを接種できます※順不同

接種対象者
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